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もし，人口呼吸の方法がよくわからなければ，胸骨圧迫のみ実施してください。人工呼吸は原則として感染防護具を使用して実施してください。傷病者の口唇部に血液や嘔吐物が付着している場合には人口呼吸は実施せず，胸骨圧迫のみ実施してください。

